
　若い世代でも注意が必要な「子宮頸がん」ですが、予防することができます。

早期治療・早期発見のためには、定期的なＨＰＶ検査や子宮頸がん検診が大切です。

『子宮頸がんについて知ろう』

子宮頸がんとは

HPV検査（郵送検診）

○対象者

○申込方法

○申込締切日

当組合加入1年以上の20歳以上女性被保険者及び被扶養者

下記ＵＲＬかＱＲコードよりお申込ください。

2026年11月20日（金）

子宮頸部の入り口である頸部の表面から発生することが多く、

WEBで

申込

○流 れ

正 常 HPV持続感
長期感染

（中等度異形成）

前がん病変

（高度異形成）
子宮頸がん

感染

9割以上の感染は自然に消えます

ーーー 治 療 の 対 象 ーーー

検査ｷｯﾄ

到着

自己採取

して返送
結果到着

罹患数（2024）

10,457人

子宮頸がん 年代別罹患者

子宮頸がんの進行

感染

持続

子宮頚部のＨＰＶ感染の有無の検査です

増殖のスピードが遅いため、検診でがん化する前の段階で発見できます。20代など若い

世代で増加しています。原因は主にヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）の感染です。

費用は 0円 自宅で検査ができます

所見が認められた方は、速やかに

医療機関を受診しましょう。

ＨＰＶ検査の他に、

子宮頸がん検診も2年に1

度、20代の若いうちから受

けるようにしましょう。

URL：https://zaitaku-kensa.com/form/650/6a66aff9edf26

山崎製パン健康保険組合


